
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～本体工事の進捗状況～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和元年１２月１０日（火）、東京都千代田区九段

において、一般財団法人日本ダム協会による第３９回

ダム建設功績者表彰式が開催されました。平成１７年

に発足した川上ダム建設促進期成同盟会会長として、

同会発足時から１２年余りの長きにわたり川上ダム

の建設促進に多大なるご尽力をされてきた西山甲平

氏（現同会顧問）が、ダム等の建設促進に著しく功績

があった方として表彰を受けられました。 

本表彰は、ダム建設において特に顕著な功績が認め

られた個人及び団体に与えられる大変名誉な賞であ

り、第３７回ダム建設功績者表彰式における川上ダム

対策委員会協議会代表の古川喜道氏に続き、当事業の

関係ではお二人目の受賞となります。 

表彰式では、今年度受賞３８名、２団体を代表して

西山顧問が登壇され、同協会宮本洋一会長より、川上

ダムの事業推進の功績を記した表彰文が多くの参列

者の前で読み上げられました。式典には、西山顧問を

傍で支えてこられた奥様も同席され、緊張する雰囲気

のなか、西山顧問の晴れ舞台を穏やかに見守っておら

れるように見えました。 

西山顧問におかれましては、近畿地方整備局が設置

した「淀川水系流域委員会」において川上ダム建設事

業の必要性を強く主張され、また、建設促進のための

決起集会を会長として先導されるなど、川上ダム建設

事業の推進にご尽力されました。 

これまでのご功績に改めて深く感謝を申し上げます。 

転流工 基礎掘削 堤体打設・基礎処理 試験湛水       
完成！ 

(Ｒ５．３予定) 仮排水路 

トンネル 
仮締切工  堤体打設進捗率１５．８％（１２月末時点）  

硝子雛展Ⅳ 

開 催 日：２月７日(金)～２月１１日（火・祝） 

開催場所：武家屋敷 赤井家住宅 

（伊賀市上野忍町２４９１－１） 

問合せ先：（公財）伊賀市文化都市協会 

０５９５－２２－０５１１ 
 

伊賀上野・城下町のおひなさん 

開 催 日：２月２２日(土)～３月３日（火） 

開催場所：伊賀市上野本町通り周辺 

問合せ先：（平 日）伊賀市役所観光戦略課 

０５９５－５９－２５８４ 

     （土日祝）伊賀上野観光協会 

０５９５－２６－７７８８ 
 
第１５回 初瀬街道まつり 

開 催 日：３月１日(日) 

開催場所：初瀬街道阿保宿周辺 

問合せ先：阿保地区市民センター 

０５９５－５２－２０００ 

 

会場にて、西山顧問を挟み奥様（左）と渕上所長（右） 

 ２０２０ 

川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

https://wwww.water.go.jp/kansai/kawakami 又は「川上ダム通信」で検索 

（右の QR コードを読み取っていただくと川上ダムホームページへ移行します。） 

ご意見・ご感想はこちらへ mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp 

独立行政法人水資源機構 川上ダム建設所 
〒518－0294 三重県伊賀市阿保 251 番地 TEL：0595－52－1661（代） 

Ｖｏｌ．１７４ 

Ｓｉｎｃｅ２００５ 

月号 

 ：未実施 ：施工中 ：完了 

【工事課 徳永倫一】 

編集後記 
今年は全国的に雪が少ない冬となっています。子供の頃、降れば大

喜びしていた雪も、大人になると雪かきや交通障害を引き起こすもの

として違った見方もするようになりました。また、機構職員になって

からは、春先の雪解け水が非常に大切なことを知りました。皆さんに

とって雪とはどのような存在でしょうか。 
 

【広報誌発行事務局】 

編集長 渕上（所長） 

デスク 大西（総務課長） 中野（工務課長） 

記 者 山口（総務課）  西岡（用地課）  子川（調査設計課） 

 小山（環境課）  藤澤（工事課）  後（機械課） 

山田（工務課） 

ダムの人 

令和２年１月７日（火）、伊賀市阿保の大村神社にて安全祈願を行いました。 

安全祈願には、渕上所長をはじめ川上ダム建設所職員の有志２２名が出席し、川上ダム建設事業の安

全かつ計画的な進捗、職員・家族の健康を祈願しました。 

川上ダム本体建設工事では昨年１２月１５日に「川上ダム定礎式」を行い、これからダム堤体の築造が

最盛期を迎えますが、令和２年も引き続き安全第一に事業を進め、一日も早く川上ダムが完成できるよう

努めてまいります。 

大村神社で安全祈願を行いました！ 

 
 川上ダムでは、事業に対する理解や興味をより深めていただくため、毎

月第３日曜日に、午前・午後の二部構成で、工事現場見学会を絶賛開催中

です。詳しくは当建設所ＨＰをご覧ください。 

【第１５回】令和２年２月１６日(日) 

【第１６回】令和２年３月１５日(日)（２月３日より募集開始します！） 

Ｈ３０．９▼ 

【副所長（技術） 中原忠義】 

川上ダム工事現場見学会開催中！ 

Ｈ３０．４▼ Ｈ３１．４▼ ▼現在 

安全祈願のようす 

▼Ｒ３．１０ 

受賞者代表で表彰を受ける西山顧問 

「水かけなまず」にも安全と健康をお願いしました 
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１２月１９日（木）、新たな地域振興の一つとして、地域の方々主催に

よる「ダムナイトイベントを考える会」が、日没に合わせて観眺台
みてチョーだい

で開

催されました。 

この会は、新たに夜のダム工事現場を活用したイベントを行うことを

考える場として開催され、今後地域イベントを企画運営していく主催者

や応援団となりうる、地域の皆さま、地元の学生さん、県議会議員、市

議会議員が参加されました。 

当日はあいにくの曇り空で、夕焼けに染まるダムサイトを見ることは

できませんでしたが、暗闇の中に明るく照らされるダムサイトを背景に、阿保西部区町づくり会婦人部の皆さま

が用意してくださったおでんとぜんざいで温まりながら、これからのダムナイトイベントについての意見交換が

行われました。また、クリスマスソングのミニコンサートや、普段一般の方々が立ち入ることができない工事エ

リアでの当建設所職員によるプチダム

ツアーも催され、大いに盛り上がる会

となりました。ダムを活用したナイト

イベントに向けて、大きな一歩を踏み

出され、当建設所も地域の方々と一体

となって取り組んでまいります。 

【工事課 藤澤大志】 
 

 
 

 
 

１２月１１日（水）、水機構本社にて令和元年度（第１回）業務推進発表会

が開催されました。本発表会では、従来の技術研究発表会から独立した、広報

や地域振興といった事務系の分野において、職員が主体的に取り組んだ業務に

ついて全国から２５題が発表されました。 

当建設所では、昨年４月に「川上ダム地域連携ＰＴ」を発足させ、これまで

地域の方々と一緒にダムを活用した地域振興について話し合い、イベントの企

画などを行ってまいりました（詳細はダム通信２０１９．６月号をご覧くださ

い）。また、本ページ上段掲載の「ダムナイトイベント」もその一環で、これ

らの地域振興の取組について発表を行い、理事長賞を受賞しました。 

取り組んできたことを第三者に伝えることはとても難しく、

今後に向けて良い経験ができました。また、他の取組も興味深

いものばかりで、自身にとって大変参考となりました。 

今年は地域連携ＰＴの活動をより活発に行い、この青山地域

がたくさんの人たちで賑わうよう、ダムを活用した面白い催し

を企画していきたいと思いますので、引き続き皆さま方のご理

解とご支援のほど、よろしくお願いいたします。  

【用地課 伊美彰太】 

 

 
 

 

 川上ダムを建設している前深瀬川を含む木津川上流域には、国の特別天然

記念物に指定されているオオサンショウウオが広く生息しています。ダムの

建設によって貯水池ができるため、この範囲に生息しているオオサンショウ

ウオを上流へ移転する保全対策を行っています。 

 オオサンショウウオは、８月下旬頃に巣穴の中で産卵し、オスが守ってい

ます。秋頃に孵化した幼生は１月から３月頃に巣穴の中から出て、川底の落

ち葉の中に潜みます。幼生の大きさは

４～５ｃｍ、色は黒く、まだ体に模様はありません。 

 川上ダムでは、この幼生が巣穴から出てくる時期に合わせて、月に３日間

程度繁殖状況の調査を行っています。調査の時には、川の中や川沿いの道を

調査員が歩いていますので、本年もご理解ご協力をお願いします。 

※オオサンショウウオの調査は、文化庁の許可を得て実施しています。 

【環境課 鍵田和彦】 
 

 

 

 

１２月２日（月）～６日（金）まで、大阪広域水道企業団において、利水者である水道事業者の視点を理解す

ることを目的とした水道業務体験研修に参加し、当機構の管理するダムから流れた水が、どのようにして利用さ

れているのかを学ぶことができました。研修を受け入れていただきました大阪広域水道企業団の皆さまありがと

うございました。 

研修させていただいた大阪広域水道企業団は、大阪市を除く府内４２市町村へ、年間供給量の約７５％を占め

る約５．２億ｍ３（平成３０年度現在）の水を供給しています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工事エリアでのプチダムツアーのようす 暗闇に照らし出されるダムサイト 

実行委員長による開会挨拶 

オオサンショウウオの幼生 

緊張の面持ちで発表を行う筆者 

【環境課 赤尾大樹】 表彰状を手に理事長（中央）と記念撮影 

調査状況 

送水ポンプの操作体験 残留塩素の検査体験 

設備の維持管理から水質管理まで、とても細か

い気配りがされていると感じました。「安全で良

質な水を安定して安くお届けする」ためには、水

道事業を行っている方々との協力が無ければ達

成できないことであると改めて実感しました。今

後は利用者の方々に安心して水を使っていただ

けるよう日々の業務に取り組んでまいります。 

今回の研修を通じて、安全で良質な水を届けるために

は、設備管理や水質管理まで、細かな気遣いが必要であ

ることを改めて実感しました。また、広報の点では、パ

ネル展示や維持管理の重要性について楽しく学べるカ

ードゲームなど、参考になる点が多くありました。機構

においても、日頃からの維持管理の重要性についてさら

にわかりやすく説明を行う必要があると感じました。 

【経理課 脇本 瞳】 
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者の前で読み上げられました。式典には、西山顧問を

傍で支えてこられた奥様も同席され、緊張する雰囲気

のなか、西山顧問の晴れ舞台を穏やかに見守っておら

れるように見えました。 

西山顧問におかれましては、近畿地方整備局が設置

した「淀川水系流域委員会」において川上ダム建設事

業の必要性を強く主張され、また、建設促進のための

決起集会を会長として先導されるなど、川上ダム建設

事業の推進にご尽力されました。 

これまでのご功績に改めて深く感謝を申し上げます。 

転流工 基礎掘削 堤体打設・基礎処理 試験湛水       
完成！ 

(Ｒ５．３予定) 仮排水路 

トンネル 
仮締切工  堤体打設進捗率１５．８％（１２月末時点）  

硝子雛展Ⅳ 

開 催 日：２月７日(金)～２月１１日（火・祝） 

開催場所：武家屋敷 赤井家住宅 

（伊賀市上野忍町２４９１－１） 

問合せ先：（公財）伊賀市文化都市協会 

０５９５－２２－０５１１ 
 

伊賀上野・城下町のおひなさん 

開 催 日：２月２２日(土)～３月３日（火） 

開催場所：伊賀市上野本町通り周辺 

問合せ先：（平 日）伊賀市役所観光戦略課 

０５９５－５９－２５８４ 

     （土日祝）伊賀上野観光協会 

０５９５－２６－７７８８ 
 
第１５回 初瀬街道まつり 

開 催 日：３月１日(日) 

開催場所：初瀬街道阿保宿周辺 

問合せ先：阿保地区市民センター 

０５９５－５２－２０００ 

 

会場にて、西山顧問を挟み奥様（左）と渕上所長（右） 

 ２０２０ 

川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

https://wwww.water.go.jp/kansai/kawakami 又は「川上ダム通信」で検索 

（右の QR コードを読み取っていただくと川上ダムホームページへ移行します。） 

ご意見・ご感想はこちらへ mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp 

独立行政法人水資源機構 川上ダム建設所 
〒518－0294 三重県伊賀市阿保 251 番地 TEL：0595－52－1661（代） 

Ｖｏｌ．１７４ 

Ｓｉｎｃｅ２００５ 

月号 

 ：未実施 ：施工中 ：完了 

【工事課 徳永倫一】 

編集後記 
今年は全国的に雪が少ない冬となっています。子供の頃、降れば大

喜びしていた雪も、大人になると雪かきや交通障害を引き起こすもの

として違った見方もするようになりました。また、機構職員になって

からは、春先の雪解け水が非常に大切なことを知りました。皆さんに

とって雪とはどのような存在でしょうか。 
 

【広報誌発行事務局】 

編集長 渕上（所長） 

デスク 大西（総務課長） 中野（工務課長） 

記 者 山口（総務課）  西岡（用地課）  子川（調査設計課） 

 小山（環境課）  藤澤（工事課）  後（機械課） 

山田（工務課） 

ダムの人 

令和２年１月７日（火）、伊賀市阿保の大村神社にて安全祈願を行いました。 

安全祈願には、渕上所長をはじめ川上ダム建設所職員の有志２２名が出席し、川上ダム建設事業の安

全かつ計画的な進捗、職員・家族の健康を祈願しました。 

川上ダム本体建設工事では昨年１２月１５日に「川上ダム定礎式」を行い、これからダム堤体の築造が

最盛期を迎えますが、令和２年も引き続き安全第一に事業を進め、一日も早く川上ダムが完成できるよう

努めてまいります。 

大村神社で安全祈願を行いました！ 

 
 川上ダムでは、事業に対する理解や興味をより深めていただくため、毎

月第３日曜日に、午前・午後の二部構成で、工事現場見学会を絶賛開催中

です。詳しくは当建設所ＨＰをご覧ください。 

【第１５回】令和２年２月１６日(日) 

【第１６回】令和２年３月１５日(日)（２月３日より募集開始します！） 

Ｈ３０．９▼ 

【副所長（技術） 中原忠義】 

川上ダム工事現場見学会開催中！ 

Ｈ３０．４▼ Ｈ３１．４▼ ▼現在 

安全祈願のようす 

▼Ｒ３．１０ 

受賞者代表で表彰を受ける西山顧問 

「水かけなまず」にも安全と健康をお願いしました 

 

今
年
も
安
全
第
一
に
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
！ 
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